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八尾市は大阪府の東部、旧大和川によつて逗ばれた土砂によって形成された河内平

野の中心部に位置しています。古 くから人々の生活の場として繁栄していた地域であ

り、現在も地面の下には先人が残した活動の痕跡や遺物といった貴重な埋蔵文化財が

数多く残されています。

近年、都市開発に伴う各種土木工事は増加の一途を辿っています。その中で消失の

危機にさらされる文化遺産の記録保存を行い、調査・研究を通じて明らかになった知

見を文化遺産とし、後世に伝えていくことが我々に課せられた責務と考えています。

本書は、平成20年度に実施いたしました人尾南遺跡 (第30次調査)の調査成果を収録

したものであります。人尾南遺跡は、古 くは 1万年以上昔の地層から石器が出土する

ことで知られている遺跡です。今回の調査では古墳時代前期から現代にかけての遺構

面を複数確認することができました。特に、平安時代から中世にかけての条里水田は、

当耕作地における土地利用の変遷を知る上で重要な成果といえます。

本書が地域史解明はもとより、埋蔵文化財の保護・普及の一助になれば幸いです。

最後に、発掘調査の開始当初から本報告の刊行にいたるまで、数々のご尽力をいた

だきました関係諸機関の皆様方に心より御ネL申 し上げると共に、今後尚一層のご理解

とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成20年 12月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 岩 崎 健 二

きし
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1 本書は、大阪府八尾市西木の本四丁目地内で実施した、市営大正住宅建替に伴う文化財発掘

業務の報告書である。

1 本書で報告する人尾南遺跡第30次 (Y S 2008-30)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の指

示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が入尾市から委託を受けて実施したもので

ある。

1 現地調査は、平成20年 9月 8日 ～平成20年 9月 22日 (実働10日 間)にかけて、米井友美を調査

担当者として実施した。調査面積は約101どである。

1 現地調査にあたつた調査補助員は、飯塚直世・岩本順子・梶本潤二・芝崎和美・田島宣子・

中野一博・村井俊子である。

1 内業整理および本書作成にかかる業務は、平成20年 9月 24日から開始し、平成20年 12月 26日

に完了した。

1 内業整理および本書作成の作業は、遺物実測―永井律子・村井、図面 トレースー米井、遺物
写真撮影一木村健明、執筆及び編集―米井が担当した。

1 調査に関しては、写真・実測図等の記録とともに、カラースライドを作成している。広 く活
用されることを希望する。

例

1 本書掲載の地図は、大阪府八尾市発行の2,500分の 1地形図(平成 8年 7月発行)を使用した。

1 本書で用いた標高の基準はT,P,値 (東京湾標準潮位)である。
1 本書で用いた方位は国土座標第Ⅵ系 (世界測地系)の座標北を示している。
1 土色については、『新版 標準土色帖』1996 農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法
人日本色彩研究所色票監修を使用した。

1 本書で用いた挿図の縮尺は、各挿図内のスケールに示している。
1 遺構は下記の略号で示した。
土坑一SK 溝―SD 小穴―SP 落ち込み一SO 自然河川一NR
l 遺物実測図の断面は陶磁器・須恵器を黒、それ以外を白とした。
l 参考文献はP■に提示した。
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第 1章 はじめに

人尾南遺跡は大阪府八尾市南西部に位置している。現在の行政区画では若林町一～三丁目、西

木の本一～四丁目の西部にあたり、東西約0.5km、 南北約1.3kmがその範囲とされている。

地理的には旧大和川及びその支流河川による活発な沖積作用によって形成された河内平野の南

西部にあたる。地質的には概ね沖積地であるが、遺跡の南には羽曳野丘陵から連なる河内台地が、

西には上町台地が存在しており、低地から台地への地形変化点にもなっている。

周辺には、北東に木の本遺跡、南東に太田遺跡、市境を挟んで北部から西部にかけては長原遺

跡が隣接している。当遺跡は、長原遺跡で行われた地下鉄建設が発見の契機になっており、これ

を受けて行われた八尾南遺跡調査会による発掘調査が端緒となっている。調査の結果、当遺跡が

旧石器時代～中世にかけての複合遺跡であることが明らかとなり、その後、八尾南駅南側を中心

に大阪府教育委員会 。(財)大阪府文化財センター・八尾市教育委員会・当調査研究会によって継

続的に発掘調査が行われている。

今回の調査地は遺跡北部にあたり、調査地近辺では、西側で行われた人尾南遺跡第26。 27・ 28

次調査と東側で行われた第 7次調査で、古墳時代～近代までの水田等の遺構が検出され、平安時

代以降には条里制に則つて農地が利用され近代に至るまで生産域として利用されていたことが判

明している。このような既往の調査から、今回の調査地では古墳時代から近世にかけての生産域

に関連する遺構・遺物の存在が想定された。

写真 刊 調査地周辺 (西から)

-1-
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表 1 調査地一覧表 (第 1図に対応 )
番号 遺跡名 (略号 ) 調査機関 醸

ｍ
種別 主な時代 文  献

八尾雨第 1次
(YS8外 01)

八文研 2600
墓域

居住域

殊生時代～古墳時代
平安時代～鎌倉時代

駒沢教 1984「 3人尾南遺跡 (第 1次調査)」 「(財 )人尾市文化財調査研
究会報告 5』

2
八尾南第 2次
(YS83-02)

人文研 2500
生産域

弥生時代～古墳時代 駒沢敦 1銘 5「 1人 尾南遺跡 (第 2次調査 )」 F(財)人尾市文化財調査
研究会報告 7』

3
八尾南第 3次
(YS8牛 03)

八文研 900
生産域 居住域
生産域

百墳時代
平安時代

原田昌則 他 1985 11八 尾南遺跡 (第 3次調査 )」 「 (財 )人尾市文化
財調査研究会報告 6‖

4
八尾南第 4次

人文研 630 居住域 ? 弥生時代～古墳時代
駒沢教 1985「 3人尾南遺跡 (第 4次調査)」 F(財)八尾市文化財調査
研究会率R告 7』

5
(YS86 05)

八文硼 4500
域
域
産
住
生
居

代
代
時
時
生
増
弥
古

駒沢数 1988「 7人 尾南遺跡 (第 5次調査 )J F(財 )八尾市文化財調査
研究会報告ユ倒

6
人尾南第 6次
(YS86 06)

八文研 120 生 産域 ? 古墳時代～平安時代
西村公助 1987「 4八尾南遺跡 (第 6次調査)」 「(財 )人尾市文化財調
杏研 空会報告 141

7
人尾南第 7次

人文研 3043 生産域
古墳時代
平安時代～鎌倉時代

西村公助 1987 1Ⅵ 八尾南遺跡 (第 7次調査 )J「 (財 )八尾市文化財調
査研究会報告411

8
八尾南第 8次

八文研 9961 墓域 居住域 弥生時代～古墳時代
原田昌則 19% 「 I八尾南遺跡 (第 8次調査 )J F八尾南遺跡  (財)八
尾市文化財調査研究会報告47』

9
八尾南第 9次
(YSy 09)

人文研 205 弥生時代
駒沢敦 1988「1011人尾南遺跡 (第 9次調査)」 F(財)八尾市文化財調
査研究会報告16』

八尾南第10次
(YS87-10)

人文研
生産域 居住域
生産域

百墳時代
平安時代

成海佳子 1988 12人 尾南遺跡 (第 10次調査 )」 「(財 )八尾市文化財調
杏研究会報告 161

11
人尾南第11次

八文研 弥生時代～吉墳時代
成靡 4圭子  1988 21人 尾 南遼跡 (第■次調査 )」 「(財 )八 尾市 文化財 調
杏絣 今谷錦各パ「

12
へFt面第12次
(YS88-12)

八文研 墓域 古墳時代
原田昌則 1995「 工 八尾南遺跡 (第 12次調査 )」 「人尾南遺跡 (財 )八
尾市文化財調査研究会報告4郷

13
人尾南第13次
(YS88-13)

八文研 1800
生産域  河遭

弥生時代 古墳時代 成海佳子 1988「23八尾南遺跡 (第 13次調査 )」 「 (財 )八尾市文化財調
査研究会報告25』

入尾南第14次

(YS89-14)
八文研

居住域 ?
生産域

古墳時代
鎌倉時代

高萩千秋 1989 15八 尾南遺跡 (第 14次調査 )」 「(財 )人尾市文化財調
杏研究会報告28↑

八尾南第 15次
八文研 846

居住域 ?

1可道
縄文時代 ?

弥生時代
青本動 時  1989 16八 尾南遺跡 (第 15次調査 )」 「(財 )人 尾市 文化財 調
本証 4李 錦善 ,RI

へ尾南第 16次

(YS89-16)
八文研 97 38 高萩千秋 1989「 7人 尾南遺跡 (第 16次調査 )」 「 (財 )八尾市文化財調

査研究会報告281

17
八尾南第17次
(YS90-17)

八文研 436 居住域 弥生時代
原田昌則 1995「 Ⅱ 八尾南遺跡 (第 17次調査 )」 「入尾南遺跡 (財 )人
尾市文化財調査研究会報告47』

八尾南第18次

(YS9歩 18)
八文研 居住域 古墳時代

西村公助 1993 30人 尾南遺跡 (第 18次調査)」 「平成 4年度人尾市文化
財調呑研究会事業報告 I

八尾南第 19次
八文研

居件競
弥生時代
古墳時代

西村公助 1994「Ⅷ 人尾南遺跡 (第 19次調査 )」 「(財 )八尾市文化財調
査研究会報告431

べ尾南第20次
(YS94 20)

八文研
弥生時代
古墳時代

高萩千秋 1995「29八尾南遺跡 (第20次調査)」 F平成 6年度入尾市文化
財調査研究会事業報告』

21
八尾南第21次
(YS94 21)

人文研 708 居住域 弥生時代～古増時代
坪田冥- 1998「Ⅵ人尾南遺跡 (第 21次調査)」 r(財)人尾市文化財調
杏研 究会報告 611

八尾南第22次
(VS95-22)

人文研 340 弥生時代～古墳時代
高荻千秋 1996 1Ⅶ 八尾南遺跡 (第 22次調査 )J「 (財 )人尾市文化財調

`YS95-23)

八文研 200
居住域
生産 l・2

弥生時代
中世～近世

岡田清- 1999「 Ⅳ 八尾南遺跡 (第 23次調査 )J F(財 )人尾市文化財調
査研究会報告6制

24
八尾南第24次
(YS95-24)

人文研
代
代
時
時
生
増
弥
古

高萩千秋 1996「Ⅷ 八尾南遺跡 (第 24次調査 )J F(財 )八尾市文化財調
査研究会報告5刺

八尾南第25次
(YS99-25)

人文研 294 居住域 ?
弥生時代  古墳時代 高萩千秋 2000 125人尾南遺跡 (第 25次調査 )」 「平成11年度八尾市文化

財調杏研究会事業報告↑

へ尾 南 弟 豹 体

`YS2004-26)

入文研
生産域
生産域

古墳時代
平安時代

高萩千秋 2005 1Ⅲ 八尾南遺跡 (YS20054 26)の 調査」 r人尾市立埋蔵
支化財調杏センター報告 6∫

27
八尾南第27次
(YS2005-27)

八文研
牛荏 lt

吉墳時代
平安時代～近世

島田裕弘 200i「 八尾南遺跡 (第 27次調査 )』 八尾市文化財調査研究会報告
102

八尾南第28次
(YS2006-28)

八文研 723 居住域 奈良時代～平安時代
平安時代～中世

成海佳子 200i「八尾南遺跡 (第28次調査)J人尾市文化財調査研究会報告
114

八尾南第29次
(YS20M 29)

八文研 古墳丘陵 古墳時代
成海佳子 2007「 入尾南遺跡 (第 29次調査 )』 人尾市文化財調査研究会報告
111

30
八尾南第30次

`YS2008-30】

八文研
生産域

古墳時代
平安時代～近世 本書掲載

長原還跡第 1人
(NG88-01)

八文研 8
居住域
■諄競 河指

奈良時代～平安時代
近世

成海佳子 1989「24長原遺跡 (第 1次調査 )」 F(財)八尾市文化財調査
研究会報告251

八尾南遺跡
範囲確認調査

市教委
生産域

古墳時代
平安時代

米田敏幸 1981「入尾南遺跡範囲確認調査」「人尾南遺跡 東郷遺跡発掘
調査概要 八尾市文化財調査報告 6J

八尾南遺跡 市教委
米田敏幸 1983「入尾市埋蔵文化財発掘概要1努01981年 度  (財)八尾市
支イ監財調杏研弁会報告 21

八尾南遺跡 市教委 約232 居住域 ? 弥生時代～古墳時代
米田敏幸 1985 14八 尾南遺跡の調査」「人尾市内遺跡昭和59年度発掘
調査報告書 八犀市文化財調杏報告■ 1

八尾南遺跡 八尾調査会
生産域 墓域 居住域

十日石器 縄文 弥生 鎌倉
古墳時代

米日餃幸 他 1981「人尾南遺跡一大阪市高速電気軌道 2号線建設に伴う
発掘調査報告書 J八尾南遺跡調査会

長原遺跡 長原調査会
9000
調査区Ⅲ

居住域
域
域
産
墓
生

古墳時代
奈良～室町時代

永島暉臣 他 1982「大阪市平野区長原遺跡発掘調査工』長原遺跡調査会
入尾南遭跡 府教委 旧石器時代 福日英人 1989「 入尾南遺跡―旧石器出土第 3地点 J ttIFk府 教育委員会

人尾南遺跡 府教委
居住域

弥生時代 P
古増時代

山田隆一 宮野淳- 1991「八尾南遺跡発掘調査概要 エー大正川流域調節
池築造に伴 う 』大阪府教育委員会

長原遺跡

`Nf182-26Ⅲ

大文協 域

道

産

河

生
縄文時代
平安時代

1982 F近畿財務局公務員宿舎に伴う長原遺跡発掘調査 (NG82 26)略 報』

長原遺跡
大文協 2349 集落 古墳時代 大庭重信 他 1999『長原遺跡発掘調査報告Ⅶ』

長原選跡
(NG8併 3) 大文協 2270 自然流路
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第 2章 調査の方法と経過

今回の調査は市営住宅建替に伴って、当調査研究会が入尾南遺跡内で行った第30次調査である。

調査対象範囲は建物本体の基礎工事により遺跡が破壊される範囲で、調査面積は約101だであ

る。当初、調査する深さは地表下1.5m前後までを予定していたが、下層部で遺構・遺物の存在

が見込まれたため地表下約1.8m前後まで調査を行った。その結果、調査区北西部で河川と思わ

れる遺構を検出したため、調査終了後に1.5m× 1,Omの トレンチを設定し、下層確認の断面調査

を行った。

掘削は重機による機械掘削と人力掘削を併用して行った。現地表下約0.7～ 1.Omま では機械掘

削、以下0,8mは人力掘削と一部機械掘削を併用して調査を行った。下層確認 トレンチについて

は機械により地表下約2.7m前後までを掘削した。

地区割は調査地西側で当研究会が行った人尾南遺跡第27次調査時に使用した地区割を東側に延

長する方法を取つた。

調査面は機械掘削終了後に人力によって検出した面を「第 1面」と呼称し、以下、上から順に

調査面番号を付した。

遺構名は、遺構略号+3桁数字で表し、数字の第一桁を面、後の二桁を遺構番号とした。
＼

第 2図 調査区位置図
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第 3章 調査概要

第 1節 基本層序
現地表下0,7～ 1.8m前後まで平面的に調査を行い、下層確認による断面調査を現地表下2.7m

前後まで行った。東壁・北壁付近では水道管・ガス管などが設置されて大きく撹乱を受けていた

ため、主に南壁 。西壁で断面観察を行い、基本の層位として12層 を確認できた。基本層名は人尾

南第27次調査を参考にし、同じ層の中で攪拌・土壌化層と自然堆積層に分けられる場合、番号の

後ろに攪拌・土壌化層は「 a」、自然堆積層は「 b」 のアルファベットを付加した。以下、調査区

における層位と、調査で確認できた遺構面の関係について記述する。

第0層 八尾空港及び旧市営住宅建設・解体に伴う盛土と攪乱層。層厚は約0,4～ 1.Omを測る。
第 1層 旧耕土層。オリーブ黒色の細粒砂～粗粒砂混じりのシルトで層厚は約0.1～0.2mを測る。
第 2層 近世以降の耕作土層。暗青灰～灰色の細粒砂～粗粒砂混じりのシルトで、やや粘性が強

い。一部で 2層に細分でき、下層はさらに粘性が強くなる。層厚は約0.1～0.3mを測る。

第3層 中世～近世の耕作土層。暗オリーブ灰色の細粒砂～細礫混じりのシルトで、細礫を多く
含む。層厚は0.2～0.3mを測る。当該層までを重機で掘削した。

第 4層 中世の水田作土層。灰～暗オリーブ灰色の細粒砂～粗粒砂が混じる粘土質シルトの層で、
層厚は約0.1～0,3mを測る。 2層に細分でき、下層では、下面で踏み込みが認められ足

跡などが検出されたほか、北壁の一部では、洪水などによる氾濫起源の自然堆積層 (第

4b層 )を確認した。当層上面で第 1面を検出した。

第 5層 中世の水田作土層。暗オリーブ灰色の細粒砂混じりのシルトで、淘汰の悪い攪拌層であ
る。層厚約0.1～0.3mを測る。

第6層 平安時代～中世の水田作土層である第6a層 と自然堆積層である第 6b層 に分かれる。
第6a層は暗オリーブ灰色の細粒砂混じりの粘土で、上面で畦畔を検出した。第6b層
は灰黄色の細粒砂～粗粒砂で、一部では水平方向のラミナが認められる。当層上面で第

2面を検出した。

第 7層 平安時代の水田作土層。 3層に細分でき、上層は層の淘汰が悪く、黄褐色の砂混じりの
シルトに砂と粘上のブロックが混じる。下層はオリーブ灰～黄灰色の粘性が強い砂混じ

りのシルトで、Fe斑が顕著にみられた。北壁の一部では、第4b層 と第6b層 と同様
の自然堆積層 (第 7b層 )を確認した。

第8層 飛鳥時代～平安時代の耕作土層。暗灰黄～灰色の細粒砂～粗粒砂混じりのシルトで、均
質な攪拌層である。当層上面で第 3面を検出した。

第 9層 古墳時代の自然堆積層。灰色の細粒砂～粗粒砂で、層厚約0.1～0.3mを測る。洪水など
による氾濫起源の自然堆積層と考えられるが、当層上面を第 4面とし、土坑。溝・畦・ピッ

トなどの遺構を検出した。

第10層 土壌化層であるが、遺物を含まないため時期は不明である。 3層に細分でき、暗灰～青
灰～灰色の微粒砂～細粒砂混じりのシルトで、いずれも粘性が強い。当層上面で第 5面

を検出した。
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第11層 土壌化層の第1l a層 と、自然堆積層の第ll b層に分かれる。第1l a層は3層に細分でき、
いずれも灰色～オリーブ黒色の細粒砂～粗粒砂混じりのシルトで、粘性が強い。第ll b

層は灰色の細粒砂～粗粒砂で、ラミナは認められないが、洪水などによる氾濫起源の自

然堆積と考えられる。

第12層 土壌化層。暗灰色の粘上で、植物遺体を少量含む。

第 2節 検出遺構と出土遺物
第 1面 (近世～近代)

第 1面は、機械掘削終了後、第 3層を除去し検出した

面で、検出高は約T,P,+9。 2～9,3mである。第 1面に帰

属する遺構は、調査の都合上、第 4層を除去した第 2面

と同一面で検出した。

調査区中央で東西に伸びる近代以降に構築された排水

溝を検出した。遺構東側から中央までの間は、周囲をコ

ンクリートで充填された陶器製の上管が設置されていた

が、遺構西側では掘形のみで陶器製の管等は検出されな

かった。掘形の埋土は粗いブロック上で、コンクリート

の下面にも同様のブロック上が入っていた。埋土からは

ガラス片や陶器 。陶磁器の細片が少量含まれていたが、

遺構中央のコンクリート下層のブロック土から、銃弾溜

まりを検出し、同種類の銃弾が未使用の状態で29個まと

まって出土した(1)。 この他にも、第 2層中から弾頭 1

点 (2)が出上している。 1は銃弾溜まりから出上した銃

弾のうちの 1点で完形である。29イ固のうち数点の底面に

「45 LC」 と印字されていたことから、アメリカのコル

ト社製の銃弾と考えられる。同種の銃弾はアメリカ軍で

も使用されていたことから、戦後、八尾空港周辺に駐屯

していた進駐軍関連の遺物と考えられる。2は銃弾の弾

頭部分で、大型の銃弾であったと思われるが詳細は不明

である。下半部は右下りの弾痕、衝撃を受けてできたと思われる平坦な面をもち、使用された際

の痕跡が認められる。耕作土層から出土していることから、使用された際、地中に潜った可能性

が高い。
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8。 9～9.lmである。第 6層上面に帰属する畦畔 1基、ピット1基、
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どの細片が少量出上しており、そのうち 1点を図化した。3は須恵器鉢の底部片である。調整は

内面。外面に回転ナデが施されるが、底部は平底で、底面は未調整である。8世紀に比定できる。

醍圭田半201

南北に伸びる畦畔で、第 6層を盛り上げて造成されている。南側では幅はやや狭く、高く盛り

上げられているが、北側では幅が広くなり、遺構面との高低差は低くなる。

S P 201

調査区北西で検出された。第 7層上面で検出された。埋土は砂混じりのシルトで、遺物は含ま

れなかった。耕作関連の遺構と考えられる。

第 3面 (飛鳥～平安時代)

第3面は、第 7層を除去して検出した面で、検出高は約T,P.+8,7～ 8。 9mである。第 8層上面

でピット1基、溝 1基、畦畔 1基を検出した。

畦畔301

調査区北端で検出された遺構で、第 8層 を盛り上げて造成されている。調査区タトヘ伸びるため、

全形は不明である。埋土は粘性のやや強い砂混じりのシルトである。

S D301

畦畔301の南側に並行して接する。埋土は第 7層 と似ており、やや粘性の強い砂混じりのシル

トである。下面では踏み込みと考えられる凹凸が検出された。耕作関連の溝と考えられる。

第 4面 (古墳時代後期)

第 4面は第 8層 を除去して検出した面で、検出高はT.P.+8.8～ 8,9mである。第 9層上面で、

畦畔 1基、土坑 1基、溝 1基、ピット5基、落ち込み2基を検出した。

SP401
1

1 オ リーブ黒色細粒砂
～粗粒砂混シル ト

1 灰色細粒砂混シル ト
2 灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト(カ ルシウム粒含む)

一1 オ リープ黒色細粒砂
～粗粒砂混シル ト

1 オ リーブ黒色細粒砂混粘土
2 緑灰食細粒砂混粘土

畦畔401

485m「 ≡
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0             (1:20)           刊m

-9-



畦圭田半401 ・402

調査区北東隅から南西隅に伸びる畦畔である。これらの畦畔は一連のものと思われるが中央よ

りやや南側の地点で途切れており、水口と考えられる。埋土は暗灰責色の細粒砂～粗粒砂が多く

混じるシルトである。

S K401

調査区南西隅で検出された。畦畔4021こ 切られており、調査

区外へ伸びているため全形は不明である。埋土はオリーブ黒色

の微粒砂～細粒砂が混じる粘上で、土師器糸田片が出土し、その

うち 1点を図化した。4は土師器甕の口縁部である。口縁端部

は上方に摘み上げあられ、端面は外方に向いて中央が凹線状に 第9図
くぼむ。顎部屈曲部は丸みをもつ。 5世紀後半に比定できる。

S D401

調査区北西から南東へ伸びる溝で、畦畔4011こ切られている。埋土は灰色の細粒砂を少量含む

粘土で、下層では炭酸鉄が含まれる。

S P401～ 405

調査区中央付近で検出された。いずれも埋土は灰色～オリーブ黒色の砂混じりの粘土質シル ト

で、遺物は検出されなかったが、 S P404で は少量の炭化物が含まれた。

S0401・ 402

調査区東側で検出された。埋土は青灰色の細粒砂～中粒砂混 じりの粘土質シルトで、 S0401

からは土師器細片が 1点出上している。いずれも調査区外へ伸びるため全形は不明である。

第 5面 (古墳時代 )

第 5面は第 9層 を除去 して検出した面で、検出高はT.P.+8.3～ 8.4mである。第10層上面で、

河川を検出した。

N R501

調査区北東から南西にかけて検出された。規模や全形は調査区外へ広がるため不明である。埋

土は砂層と粘土～シルト層が互層状に堆積していた。

写真 3 作業風景

§
~で

4
O    (1:4)   10Cm

S K401出 土遺物実測図
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第 4 まとめ

調査の結果、古墳時代から近代に至るまでの 5面の遺構面を検出し、古墳時代～近代にいたる

まで生産域として利用されていたことが判明した。遺物はコンテナ 1箱分が出土した。

第 1～ 3面は、飛鳥時代～近代の耕作面で、度々洪水災害による耕作面の廃絶とその後耕作面

の復旧を繰 り返していたことがうかがえる。調査地周辺は古代から、飛行場が建設される近代に

至るまで条里制が残っていたことが既往の調査から判明しているが、今回の調査地でも条里制に

則った遺構と考えられるものとして、第 2面で南北方向にのびる畦畔201を検出した。

第 4面では、古墳時代後期の畦畔、土坑、溝、ピット、落ち込みなどの遺構を検出している。

これらの遺構は洪水によって堆積 したと考えられる砂層の上に構築されており、ピット、溝、土

坑等の遺構が形成された後、畦畔401・ 402が作られている。このことから、第 4面では、洪水後

でも土地の利用は行われているが、すぐには生産域として利用されず、溝等の遺構の廃絶後、水

田が造成され、その後第 3面以降の耕作面が構築されたと考えられる。畦畔401,402は北東から

南西方向に伸びる畦畔であるが、同様の方向の水田跡が調査地北東で行われた八尾南第 7次調査

で検出されている。これらは南西から北東へやや低 くなっている地形を利用したものと考えられ

るが、飛鳥～平安時代の条里制導入以後は、これに則つた耕作地が形成されたようである。

第 5面では、遺物が出土しなかったため明確な時期は不明であるが、古墳時代以前の河川 (N

R501)を検出した。第27次調査で行われた下層確認の際に検出された落ち込み (128落 ち込み)イこ

続く可能性がある。

このほか、調査地周辺は大正飛行場・阪神飛行場 (現八尾空港)跡地で、戦時中は格納庫などの

建物群が建っていたことが知られているが、今回の調査では、第 1面でこれらに関連すると考え

られる弾頭が 1点 と、銃弾が29点 まとまって出土した銃弾溜まりを検出した。銃弾溜まりを検出

した排水溝は、航空写真からは確認できないが格納庫などの建物群の方向と一致しており、これ

らに伴って造られたものと考えられる。まとまって出上した銃弾はアメリカ製であることから、

終戦後飛行場を接収したアメリカ軍が遺棄もしくは廃棄したものと考えられる。その後、排水溝

には東半分のみ周囲にコンクリートを充填した陶器製土管が設置されるが、これは、アメリカ軍

からの飛行場返還後、市営大正住宅が造営される際に調査地東半分に建設された区画道路付近ま

で排水溝を整備し、利用したと思われる。

参考文献
・田辺昭三 1981F須恵器大成』角川書店
・京嶋覚 1993「第3章第2節 古墳時代後期の土器の変遷」『長原・瓜破遺跡発掘調査報告V』 財団法人大阪
市文化財協会

・西村公助 1993「Ⅳ八尾南遺跡(第 7次調査)」 F人尾市文化財発掘調査報告Ⅲ』(財)人尾市文化財調査研究

会報告41 人尾市文化財調査研究会
・島田裕弘 2007F人尾南遺跡(第27次調査)』 (財)八尾市文化財調査研究会報告102 人尾市文化財調査研究
会
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第 1・ 2面全景
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第 4面全景
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第 5面全景
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畦畔301・ s D301検出状況 (北から)

畦畔401断面 (北より) S K401断面 (北より)

S P403断面 (東より)

S P404断面 (西より) s P405断面 (東より)
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約要

古墳時代中期～後期の土坑、ピット等の集落に関連する遺構と、古墳時代後期～近世にかけての河川、
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条里制に則って造成されており、既往調査と同様の成果を得ることができた。また、昭和初期に設営さ
れた旧阪神飛行場に関連する遺物として銃弾が出上した。
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